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黄
綬
褒
章
受
章

　
令
和
４
年
春
の
褒
章
受
章
に
お

い
て
、
当
協
会
副
理
事
長
で
あ
る

名
港
海
運
株
式
会
社
副
会
長
の
藤

森
利
雄
氏
が
、
黄
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
日
本
港
運
協
会
常
任
理
事

を
は
じ
め
、
様
々
な
業
界
団
体
の

指
導
的
立
場
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
物
流
を
通
じ
て

地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

藤森利雄  副理事長褒　章
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　 令和４年度予算概要

　令和４年３月24日（木）の定例理事会において、令和４年度予算等が承認されました。

　収支予算全体について、〈表１〉より、一般正味財産増減の部の経常増減額の当年度の収益は25億85

万円、費用は24億8511万円、損益差額は1573万円の黒字としました。指定正味財産増減の部の助成金

増減額の当年度の収益は助成申請見送り、費用は5792万円、損益差額は5792万円の赤字としました。

　事業所別収支予算（一般正味財産増減の部）について、〈表２〉より、本部の収益を+3734万円とし

た主な要因は、港湾福利分担金を+2701万円、受取補助金等振替額を+749万円及び福祉施設収入を

+259万円としたことによります。費用を△84万円とした主な要因は、光熱水料費を+555万、人件費

を△470万及び福祉施設仕入を△275万円としたことによります。

　臨港病院の収益を△9273万円とした主な要因は、診療収入を△9758万円としたことによります。費

用を△8521万円とした主な要因は、人件費を△7487万円及び医療消耗品費を△1009万円としたこと

によります。

　衣浦支部の収益を+217万円とした主な要因は、港湾福利分担金収入を+203万円としたことにより

ます。

　蒲郡支部の収益を+41万円とした主な要因は、港湾福利分担金収入を+41万円としたことによります。

　豊橋支部の収益を+172万円とした主な要因は、港湾福利分担金収入を+172万円としたことにより

ます。

　また、事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込み書は、当協会ホームページの名港福

概要に掲載しております。

（URL:https://www.meikoufuku.or.jp/wp-content/uploads/hpb-media/img/R4yosan.pdf）

令和４年度収支予算概要

＜表１＞収支予算全体 　　 
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

� （単位：千円）

区　分
収　益　の　部 費　用　の　部 損益差額

当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減

一般正味財産増減の部
経常増減額 2,500,850 2,551,933 △ 51,083 2,485,119 2,573,864 △ 88,745 15,731 △ 21,931 37,662

経常外増減額 0 0 0 1,900 1,300 600 △ 1,900 △ 1,300 △ 600

指定正味財産増減の部 補助金増減額 0 0 0 57,926 49,616 8,310 △ 57,926 △ 49,616 △ 8,310

合　　　計 2,500,850 2,551,933 △ 51,083 2,544,945 2,624,780 △ 79,835 △ 44,095 △ 72,847 28,752

＜表２＞事業所別収支予算（一般正味財産増減の部） 	 （単位：千円）

事業所
収　益　の　部 費　用　の　部 損益差額

当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減

本　　部 772,078 734,729 37,349 772,065 772,908 △ 843 13 △ 38,179 38,192

臨港病院 1,686,276 1,779,012 △ 92,736 1,681,200 1,766,414 △ 85,214 5,076 12,598 △ 7,522

衣浦支部 19,830 17,656 2,174 19,453 21,234 △ 1,781 377 △ 3,578 3,955

蒲郡支部 2,011 1,601 410 1,992 2,164 △ 172 19 △ 563 582

豊橋支部 20,655 18,935 1,720 12,309 12,444 △ 135 8,346 6,491 1,855

一般正味財産合計 2,500,850 2,551,933 △ 51,083 2,487,019 2,575,164 △ 88,145 13,831 △ 23,231 37,062

XXXXXXXXXXXXXXXX
XXXXXXXXXXXXXXXX
XXXXXXXXXXXXXXXX本　部
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　 令和３年度決算概要

　令和４年６月21日（火）の定時評議員会において、令和３年度決算等が承認されました。

　決算全体について〈表１〉より、一般正味財産増減の部の経常増減額の当年度の収益は23億8134万円、

費用は24億5559万円、損益差額は7425万円の赤字となりました。指定正味財産増減の部の補助金増減

額の当年度の収益は209万円、費用は5849万円、損益差額は5640万円の赤字となりました。当年度の

正味財産合計は△１億3292万円、前年度より5897万円の減となりました。令和３年度もコロナ禍の影

響により事業収入が減少し赤字決算となりました。

　事業所別決算（一般正味財産増減の部）について〈表２〉より、本部の収益が△5565万円となった

主な要因は、受取補助金等振替△8514万円によるものです。費用が△9923万円となった主な要因は、

施設整備費△１億535万円によるものです。

　臨港病院の収益が△１億2905万円となった主な要因は、診療収入△１億1661万円によるものです。

費用が△8141万円となった主な要因は、人件費△8145万円によるものです。

　衣浦支部の収益が+253万円となった主な要因は、港湾福利分担金収入+209万円及び福祉施設収入

+44万円によるものです。費用が△2448万円となった主な要因は、固定資産減損損失△2427万円によ

るものです。

　蒲郡支部の収益が+63万円となった主な要因は、港湾福利分担金収入が+64万円によるものです。

　豊橋支部の収益が+130万円となった主な要因は、港湾福利分担金収入が+132万円によるものです。

　また、事業報告書、貸借対照表等は、当協会ホームページの名港福概要に掲載しております。

（URL:https://www.meikoufuku.or.jp/wp-content/uploads/hpb-media/img/R3kessan.pdf）

令和３年度決算概要

＜表１＞決算全体 　　　　   
令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

� （単位：千円）

区　分
収　益　の　部 費　用　の　部 損益差額

当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減

一般正味財産増減の部
経常増減額 2,381,348 2,561,374 △180,026 2,455,599 2,631,693 △176,094 △74,251 △70,320 △3,932

経常外増減額 0 208 △208 2,270 30,506 △28,237 △2,270 △30,298 28,028

指定正味財産増減の部 補助金増減額 2,090 170,000 △167,910 58,491 143,329 △84,838 △56,401 26,671 △83,072

正味財産合計 2,383,438 2,731,582 △348,144 2,516,360 2,805,529 △289,169 △132,922 △73,947 △58,975

＜表２＞事業所別決算（一般正味財産増減の部） 	 （単位：千円）

事業所
収　益　の　部 費　用　の　部 損益差額

当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減

本　　部 747,127 802,786 △55,659 752,106 851,337 △99,230 △4,980 △48,551 43,571

臨港病院 1,592,820 1,721,875 △129,055 1,675,348 1,756,760 △81,412 △82,528 △34,885 △47,643

衣浦支部 19,556 17,021 2,534 18,836 43,317 △24,481 719 △26,295 27,015

蒲郡支部 2,171 1,532 639 1,337 1,154 183 833 378 456

豊橋支部 19,675 18,367 1,308 10,241 9,632 610 9,434 8,736 698

一般正味財産合計 2,381,348 2,561,582 △180,234 2,457,869 2,662,200 △204,331 △76,521 △100,617 24,096
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い
ち
ご
狩
り
大
会

　
昨
年
の
い
ち
ご
狩
り
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
開
催
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
の
第
５
回
い
ち
ご
狩
り
大
会
は
半
田

市
内
の
市
野
園
芸
で
令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
４

月
10
日
ま
で
の
間
、
感
染
予
防
の
た
め
分
散
し
て

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
期
間
中
に
大
人
１
８
５
名
、

子
供
50
名
の
合
計
２
３
５
名
の
方
に
参
加
を
頂
き

ま
し
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
１
棟
を
１
時

間
貸
し
切
っ
て
、
厚
生
協
会
各
店
社
の
ご
家
族
が

集
い
、
に
ぎ
や
か
な
会
で
す

が
、
今
回
は
分
散
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
そ
う
い
う
状

況
で
は
な
か
っ
た
の
が
残
念

で
す
。
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
終
息
が
見
え

な
い
現
状
で
す
が
、
ま
た
い

つ
か
皆
さ
ま
の
笑
顔
が
見
ら

れ
る
時
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

q
q
q
q
q
q
q
q
q

  

テ
ニ
ス
大
会

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
５
月
15
日
（
日
）、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
中
止
し
て
き
た
テ
ニ
ス
大
会
を
３
年
ぶ

り
に
半
田
市
内
の
衣
浦
マ
リ
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
人
数
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と
し
て
参
加
人
数
を
30
名
に

制
限
し
た
こ
と
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
14
名
と
少
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
時
半
か
ら
準
備
体
操
を
行
っ
た
後
、
屋
内
に

あ
る
コ
ー
ト
２
面
の
内
１
面
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
加

者
用
、
も
う
１
面
を
そ
の
他
の
参
加
者
用
に
分
け

て
11
時
ま
で
テ
ニ
ス
コ
ー
チ
の
指
導
の
下
、
基
礎

レ
ッ
ス
ン
や
試
合
形
式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し
て
テ

ニ
ス
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
汗
を
流
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
置
か
れ
た
テ
ニ

ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
ケ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
タ

オ
ル
な
ど
の
豪
華
景
品
に
め
が
け
て
ボ
ー
ル
を
当

て
る
的
当
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
意
中
の
景
品
を
ゲ

ッ
ト
し
た
人
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
皆
様
へ
ス
テ
ー
キ
弁
当

を
配
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
半
日
が
過
ぎ
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
少
人
数
で
し
た
が
、
そ
の
分
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
思
う
存
分
使
う
こ
と
が
出
来
て
、
十

分
に
楽
し
め
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
出
口
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
す

が
、
来
年
こ
そ
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
出
来
る
大
会

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

いちご狩り大会の様子

テニス大会参加者
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○
蒲
郡
支
部
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q
q
q
q
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q

  
潮
干
狩
り
大
会

　
４
月
17
日
（
日
）
、
令
和
４
年
度
潮
干
狩
り
大

会
を
竹
島
海
岸
で
行
い
ま
し
た
。

　
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
今
年
度
は
、

朝
か
ら
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
が
、
潮
干
狩
り
開
始
時
間
に
は
雨
脚
も
弱
く
な

り
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
コ
ロ
ナ
感
染
を
危
惧
し
て
な
の
か

１
１
７
名
の
参
加
で
し
た
。

　
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
あ
さ
り
を
掘
り
当
て
、
少
し

で
も
大
き
な
あ
さ
り
が
出
て
き
た
と
き
の
嬉
し
そ

う
な
声
が
、
潮
干
狩
り
場
に
響
き
ま
し
た
。

○
豊
橋
支
部

q
q
q
q
q
q
q
q
q

  

五
目
釣
り
大
会

　
6
月
12
日
（
日
）、
第
59
回
五
目
釣
り
大
会
を

赤
羽
根
大
山
沖
周
辺
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
予
定
通
り
5
時
40
分
赤
羽
根
漁
港
に
午

前
便
乗
船
予
定
の
30
名
が
集
合
し
、
2
隻
の
「
丸

万
丸
」
に
分
か
れ
て
乗
船
、
6
時
00
分
に
出
港
し

ま
し
た
。

　
風
と
波
が
少
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
1

番
手
の
参
加
者
が
幸
先
よ
く
イ
サ
キ
を
釣
り
上
げ

た
の
を
皮
切
り
に
、
多
く
の
方
が
そ
れ
に
続
き
ま

し
た
。
時
間
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
程
盛

り
上
が
り
、
定
刻
に
大
会
を
終
了
、
予
定
通
り
正

午
過
ぎ
に
納
竿
し
、
赤
羽
根
漁
港
へ
全
員
無
事
帰

港
し
ま
し
た
。
例
年
と
比
較
す
る
と
1
隻
15
名
と

場
所
に
余
裕
が
あ
り
、
釣
り
糸
が
絡
ま
る
等
の
ト

ラ
ブ
ル
も
少
な
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
令
和
4
年
7
月
20
日
（
水
）
か
ら
、

「
60
歳
以
上
の
方
」
及
び
「
18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
そ
の
他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方
」
を
対
象
に
、
追

加
接
種
（
4
回
目
）
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
変
異
株
が
繰
り
返
し
発
生
し
、
そ
の
た

び
に
感
染
者
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
未
だ
に
終
息

の
見
通
し
が
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
早
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
て
、
以
前
の
日
常
生
活

に
戻
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

五目釣り大会の様子

潮干狩り大会の様子
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X
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X
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臨
港
病
院

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

　
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

 

　
　
　  

（
４
回
目
）
に
関
し
て
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会
　
議

1
月
28
日
　
文
化
事
業
運
営
委
員
会

2
月
22
日
　
体
育
大
会
運
営
委
員
会

3
月
8
日
　
名
古
屋
港
福
利
厚
生
事
業
運
営
委
員
会

3
月
24
日
　
定
例
理
事
会

4
月
14
日
　
筏
検
討
会

5
月
24
日
　
正
副
理
事
長
会
議

5
月
25
日
　
名
古
屋
港
福
利
厚
生
事
業
運
営
委
員
会

5
月
27
日
　
本
部
支
部
事
務
局
連
絡
会
議

6
月
3
日
　
名
古
屋
港
労
災
補
償
協
議
会
委
員
会

6
月
3
日
　
名
古
屋
港
労
災
補
償
協
議
会
総
会
（
書
面
表
決
）

6
月
3
日
　
定
例
理
事
会

6
月
21
日
　
定
時
評
議
員
会

会
計
監
査
人
の
監
査

３
月
28
日
〜
29
日

　
当
協
会
監
査
人
の
太
陽
有
限
責
任
監
査
法
人
に
よ
る
期
中
監
査
を
受

け
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
確
認
を
受
け

ま
し
た
。

５
月
６
日
〜
５
月
10
日

　
太
陽
有
限
責
任
監
査
法
人
に
よ
る
期
末
決
算
監
査
を
受
け
ま
し
た
。

監
査
の
結
果
、
財
務
諸
表
等
が
適
正
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

監
事
の
監
査

5
月
27
日

　
当
協
会
監
事
で
あ
る
藤
本
・
加
藤
両
監
事
に
よ
る
監
査
を
受
け
ま
し

た
。
監
査
の
結
果
、
事
業
報
告
・
計
算
書
類
等
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
27
日

　
名
古
屋
港
労
災
補
償
協
議
会
監
事
で
あ
る
藤
本
・
森
田
両
監
事
に
よ

る
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
財
務
諸
表
等
が
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

6
月
7
日

　
名
古
屋
港
筏
師
一
本
乗
り
保
存
会
監
事
で
あ
る
笹
井
・
蛭
田
両
監
事

に
よ
る
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

消
防
立
入
検
査

１
月
20
日

　
稲
永
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
金
城
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
名
古
屋
港
消
防
署
の

立
入
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、
良
好
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
等
に
よ
り
次
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

○
本
部
（
名
古
屋
）

　
筏
師
一
本
乗
り
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
蒲
郡
支
部

　
い
ち
ご
狩
り
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

○
豊
橋
支
部

　
い
ち
ご
狩
り
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　
ル
ポ
名
港
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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h
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b
b
b
b
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n

　
　
　
　
　
　
　

W
W
W

「
表
紙
写
真
」W

W
W

　
今
回
の
表
紙
写
真
は
、「
名
古
屋
港
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
２
０
」
最
優
秀
賞
作
品
、
＠
ｋ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
０
１
さ
ん
の
作
品
で
す
。

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p

名
港
福
会
議
等
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